学校実施日、昼間の場合
[bookmark: _GoBack]避 難 所 運 営 の 全 体 像
○　学校実施日の昼間、災害が発生した場合における学校の対応及び避難所の活動は以下のとおり
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	学校の対応
	避難所の活動
	担当

	●　学校が主体となって活動

	発災
	・児童避難
（運動場）
・安全確認
・帰校
	「地震防災対策
マニュアル」に
基づき対応
	
	

	
	各教室へ
	
	
	

	避難所開設準備
	・保護者への児童
引き渡し
・引き取り保護者窓口設置
	学校災害対策本部
（保護者連絡班）
	○　応急的な建物の安全確認
・　避難者の屋外待機
	校長
教頭ほか

	
	
	
	○　避難所開設の判断
	校長

	
	
	
	○　避難所開設準備
	避難者

	
	
	
	○　校区自主防災会の参集
○　避難所運営委員会の立ち上げ
	自主防
(校長)

	●　避難所運営委員会が主体となって活動

	避難所開設
	・避難所支援
（児童引き取りが完了した教員）
	学校災害対策本部
（避難所支援班）

	○　避難者の受入れ
・ 避難者名簿の作成
・ 居住班の編成
・ 傷病者の把握
・ 要配慮者の把握
・ ペットの受入れ
○　コミュニティセンターへ状況報告
○　備蓄食料・物資の配給
	
管理班
総括班
保健班
要配慮者支援班
環境班
情報班・災害時指定職員
食料班・物資班

	避難所運営
	・避難所支援
・授業再開の調整
	学校災害対策本部
（教員交代のルール化）
	○　避難所運営委員会の運営
・ 居住班からの委員追加、班員割当て
・ 担当者交代のルール化と人数調整
	総括班

	
	
	
	○　避難所の運営
発災から時間が経過し生活確保期に入ると、避難所生活における優先事項は、「よりよい生活環境の確保」に移行する。
また、避難所生活の長期化とともに、「多様化するニーズへの対応」や「生活再建を見据えた自立を妨げない支援」なども重要になってくる。
	各活動班を中心に、全ての避難者や地域の被災者が協力して指定避難所の運営にあたる。

	避難所解消
	・授業再開
	学校災害対策本部
	○　避難所の撤収
·  施設業務と避難所の併存調整
·  名簿等の引継
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